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代の੡଄業においては、企業ؒでの生産のҕୗɾݱ଄が発ୡしたߏց੡଄業を中৺に高度に෼業ػ
受ୗは一ൠ的なものとなっている。૊ཱ工ఔよりも中ؒஈ階の෦品੡଄に特化することが多い中小੡଄
業においては、֎෦からの生産ҕୗに応えることは事業のେきなபとなっている。本ߘでは中小企業ி「中
小企業実ଶج本調査」のσーλをجに、中小੡଄業の受ୗಈ޲のਪҠをΈていく。なお、受ୗの定ٛは
ಉ調査に従い「ଞ社がओ業としてൢചする෺品ɾ੡଄੥ෛ品ɾ෦品ɾݪ材ྉ、 ຢはଞ社のࣗ࢖ݾ用する
෺品ɾۚܕなどの੡଄をґཔされること」とする。

ച上高に઎める受ୗֹۚのׂ߹のਪҠをΈると（図表）、中小企業全ମでは2010年度が14.2ˋ、2015
年度13.8ˋ、2020年度11.6ˋ、2022年13.1ˋとなっている。ίϩナՒにあった2020年度が11ˋ୆と௿い
ことをআき、େきなҧいはないものの、数値は઴޲܏ݮにある。

これを資本ۚ階૚ผにΈると、ن໛により࣌ྻܥ的༷૬がҟなる。資本ۚ̍ઍສԁҎԼの企業ではച
上高に઎める受ୗֹׂۚ߹が、ίϩナՒの2020年度をؚめ年代の経աとともに௿Լしており、全ن໛ϕ
ーεの؇やかな௿Լ޲܏のओҼとなっている。これに対し、ಉ̏ઍສԁ௒ʙ̑ઍສԁ、̑ઍສԁ௒ʙ
̍ԯԁ、̍ԯԁ௒ʙ̏ԯԁの企業は2022年の受ୗֹׂۚ߹が2010年Ҏ߱ではൺֱ的高いਫ४にある。

受ୗऔҾを行う企業数のׂ߹をΈても、資本ۚ̍ઍສԁҎԼの企業では2010年度21.0ˋˠ2015年度
17.6ˋˠ2020年度12.2ˋˠ2022年度9.7ˋと、12年で൒෼ҎԼとなった。一方、ಉ̍ઍສԁ௒の企業は
、ˋは2020年度21.1ޙϕーεで2010年度25.2ˋから2015年度は20.0ˋと௿Լしたものの、ͦのࢉ߹
2022年度20.9ˋと΄΅ԣ͹いである。

このように、小ن໛੡଄業は受ୗऔҾの΢エイトをԼげる一方で、中ن໛Ҏ上の੡଄業ではΉしΖ受
ୗऔҾ΁のґଘをやや高め、対র的なಈきとなっている。中小੡଄業全ମでは؇やかに受ୗऔҾ཭れが
ਐΜでいるようにΈえるが、実ࡍには小ن໛੡଄業特༗のݱ৅といえる。

受ୗऔҾはࣗ社੡品をऔりѻわないためࢉ࠾が֬อしやすいとはいえない一方、企業のച上高を҆定
させるメϦοトをもͭ。小ن໛੡଄業の受஫ڥ؀は、ίεト上ঢのసՇが೉しい一方で人手不足が特に
໨ཱͭなど、ݫしくなっている。足ݩの小ن໛企業の受ୗऔҾ཭れはこうしたঢ়گを൓өしたऔҾߏ଄
のม化をࣔࠦするものとして஫໨される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（商工総߹研究所調査研究ࣨ௕　ޱߐ政޺）
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